
児　　童

Ｉ Rp－ ７ おんぶとだっこの身体的負担～表面筋電図の測定～

○犬飼博子゛　富田守*

＊お茶の水女子大院　＊＊お茶の水女子大

〔(社)日本家政学会

　【目的】乳児を伴う移動は、身体にかなりの負担がかかると思われる。筆者らは、以前

におんぶとだっこの身体負担を知るために、ｴﾈﾙｷﾞｰ代謝率(RMR)及び心拍数の測定を行

い、腕で抱いて歩く場合の身体負担は、用具で抱く場合、用具でおんぶする場合と比べ

て、大きくなるという結果を得た。また、これらの作業は、日常生活行動の作業としては、

身体負担が比較的重いことが明らかになった。

　RMRは筋活動と密接に関わっていると考えられる。そのため、作業時の筋電位の変化を

測定し、おんぶ･だっこによって使われる筋肉部位を明らかにすることは、おんぶ･だっこの

身体負担の軽減、または改善につながるのではないかと考え、次の実験を試みた。

　【方法】女子大学生を被験者として、10kg乳児ﾀﾞﾐｰの運搬＜①だっこ(腕)、②だっこ(用

具)、③おんぶ(用具)＞を行い、表面筋電図(ＥＭＧ)により、立位および歩行状態の筋活動の

測定を行った。測定した筋肉は、1.腕：三角筋、上腕二頭筋、指仲筋　2.背中：僧帽筋(上

部),僧帽筋(下部)､直立筋3.足：大腿四頭筋(外側広筋)、叫腹筋(外側)の計8ヵ所である。

　【結果】だっこ(腕)の表面筋電図の振幅が、だっこ(用具)、おんぶ(用具)よりも大きく、筋活

動が大きい傾向にあった。また、立位状態よりも、歩行状態のほうが振幅が大きく、歩行す

ることで、筋活動が強まっているのではないかと考察した。
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　　　　目的：身体的接触は、母子相互作用パターンの１つにあげられており、しかも乳児期にお

　　　　いては主要な保育行動である。川上（19 8 9）は、身体的接触の出現は乳児の月齢が高

　　　　くなるにつれて減少し、接触パターンは直接的から間接的へと変化すると報告している。

　　　　しかし、その身体的接触の具体的様相は明らかにされていない。そこで本研究では、身体

　　　　的接触を保育行動としてとらえ、その意味を検討した。

　　　　方法：家庭で保育している母子２組の相互のやりとりを、乳児２名を対象に６か月～14

　　　　か月にわたって、１回9 0分間各９回、ビデオに録画し、

　　　　①母親と乳児がそれぞれ行った身体的接触を動作別、接触行動別に分類する、

　　　　②ビデオ観察直後、その映像を見ながら、身体的接触のさいの母親の意図を聴取し、かつ

　　　　　それを乳児がどのように受け止めているのかを分析した。

　　　　結果：①身体的接触を動作別、接触行動別に分類すると、その種類は、母子により多少の

　　　　違いがみられるが、「支える」「つかむ」「触れる」等に共通性が認められ. ②そのさい

　　　　の意図は、手段としてのもの（技能面）と愛情の表現としてのもの（情動面）に大別され

　　　　る。一般に、身体的接触を通して母子間の情緒の結びつきを強めると、情動面が強調され

　　　　ているが、本研究では手段としての身体的接触がかなりを占めていた。
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